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非子宮内膜症群1. 92±0. 95回と非子宮内膜症群において有意に高< (p=0. 049) 、子宮筋腫併
発率は子宮内膜症群67. 65X、非子宮内膜症群94. 59%と非子宮内膜症群において有意に高く





た(pく0. 05) 。 ③慢嘩子宮内膜炎の有無で分類すると、優性子宮内膜炎群は28例、非慢性子
宮内膜炎群は43例であった。両群閑の患者背景を比較検討すると、子宮内膜症合併率のみが

























(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 600字以内で作成のこと。 )
子宮内膜症と慢性子宮内膜炎の関連性につき検討し、以下の点を明らかにした。
1 )子宮内膜症群と非子宮内膜症群の患者背景の比較検討において、経産回数と子宮筋腫併
発率は非子宮内膜症群で、子宮腹筋症併発率は子宮内膜症群で有意に高値であった。
2 )慢性子宮内膜炎陽性率は子宮内膜症群において有意に高値であった。
3 )優性子宮内膜炎群において子宮内膜症合併率が非優性子宮内膜炎群と比赦して有意に高
値であった。
4)多重ロジスティック回帰分析の穂果、子宮内膜症のみ慢性子宮内膜炎と相関が認められ
た。
本論文は、子宮内膜症と慢性子宮内膜炎の関連性について新しい知見を与えたものであり、最
終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に値する
ものと認められた。
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